


































































れます。93 年にシンガポールのコールドストレージ、99 年にはマレーシアのジャイアント、2002 年に
は IKEA の香港と台湾の事業を買収するといったように、株式取得というかたちでアジア地域での展
開を拡大してきました。関連企業を含めたグループ全体の売上高は 124 億ドル、5,889 店舗を展開して
いるという状況です。
　ここから CP グループの話になります。CP はタイを代表する複合企業です。従業員は約 30 万人で、
去年の年間売上高は 410 億ドル（4 兆 4,000 億円）ほどになります。1921 年にバンコクで種販売店とし
て創業し、1959 年にチャラン・ポカパンによって CP 株式会社が設立され、家畜用の飼料製造の販売
や養鶏業、水産業等を展開してきました。現在はこれだけの事業を行っております（スライド 11）。

























れは店舗数ですが、2011 年は 221 店舗、2012 年は 120 店舗増の 348 店舗、2013 年には 559 店舗とかな
り右肩上がりで推移しています。ベトナム事業では 2011 年に 23 店舗、2012 年は 10 店舗増の 33 店舗、
2013 年には鈍化しているものの 35 店舗と増えているという状況です。国外に展開している全店舗数















































います。ベトナムの CP フレッシュマートは、タイの CP フード社のベトナム現地子会社である CP ベ
トナム社が運営主体となって運営されております。では CP ベトナム社とは何かと申しますと、前身は
ベトナム現地で飼料生産、畜産、水産、食肉生産・加工というような事業を展開しておりました。の



































プの役員が BigC のタイ事業である BigC スーパーセンター・リミテッド社の CEO を兼務しています。
さらに、2013 年までではありますが、同社の社長がベトナム事業のマーケティングディレクターを務
めていました。ここから、ベトナム展開に際してはタイ事業がキーになっているということがわかる
かと思います。
　これも同様にモデルに当てはめて考えてみました。東南アジアはこのような展開になっています。
タイを拠点とし、さらにベトナムに展開しているという状況です。南米のほうにはこれだけ展開して
いるのですが、ここはまだ調査に着手できていませんで、どこが本部機能になっているのかが把握で
きていません。ただ、南米にはこれだけの地域に進出しているという状況です。
　最後にまとめさせていただきます。地域化、リージョナリゼーションという考え方で、国際展開先
地域の本部機能という議論から、小売業のリージョナル戦略モデルに基づいて検討してみました。東
南アジア地域を中心に展開する東南アジアリージョナル小売企業３社の動向に着目し、それぞれリー
ジョナル戦略のモデルの観点から検討し、皆さまにご報告をさせていただきました。
　報告は以上になります。ご静聴ありがとうございました。
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